
会   議   録 

会議の名称 令和８年度 第１回飯塚市いじめ・不登校問題連絡協議会 

開催日時 令和 8年７月１３日(月) 15:00～16:00 

開催場所 本庁舎６階教育委員会会議室 

出席委員 石橋委員、梶栗委員、園田委員、西森委員、木本委員、国平委員 

大里委員、肘井委員、松井委員、江口委員、神野委員 

欠席委員 小田原委員、小池委員、北川委員 

事務局職員 桑原教育長、岡松課長、川波課長補佐、金城係長 

塩川指導主事、野相指導主事 

会議内容 1. 開会・教育長挨拶 

教育長から、全国・飯塚市ともにいじめ認知件数、不登校児童生徒数と

も過去最多水準で推移している現状が報告された。飯塚市教育委員会で

は、 

 学校への指導助言  ・関係機関との連携  ・教職員研修 

 市費スクールカウンセラー5名配置   

 ・スクールソーシャルワーカー6名配置（今年度 1名増員） 

 不登校支援ブランドデザインの推進   

 ・校内教育支援センターの全校設置 

などを進め、「支援を受けられない児童生徒をゼロにする」ことを目標と

して取り組んでいることが説明された。 

 

2. 委員紹介・役員選出 

各委員および教育委員会事務局が自己紹介を実施。 

役員選出では、  

 会長：石橋 至 校長  ・副会長：梶栗 浩二 校長 

が承認された。 

 

3. 飯塚市のいじめの現状 

（1） いじめ認知件数 

令和 6年度：小学校：90件、中学校：90件 

令和 7年度（速報値）：347件 と大幅に増加した。 

教育委員会は、教職員が「小さないじめも積極的に認知する」姿勢へ変

化したことが大きな要因と分析している。 

一方で、小学校では依然として全国平均より認知件数が少なく、 

 いじめはどの学校にも起こり得る   



 ・積極的認知をさらに徹底する必要 が課題として示された。 

 

（2）いじめ発見の特徴 

発見のきっかけとして増えているものとして、 

 本人からの相談  ・保護者からの相談  ・教職員による発見 

相談しやすい学校づくりが進んでいる一方、中学校ではアンケートによる

発見が少ないことが課題となっている。 

アンケート内容や実施方法の改善が必要とされた。 

 

（3）いじめの内容 

多かった事例：悪口・からかい、冷やかし、仲間外れ 

近年増加しているもの：軽い暴力、強い暴力、 

SNS・スマートフォンによる誹謗中傷 

特にネットトラブルは「氷山の一角」と考えられ、情報モラル教育の充実

が必要とされた。 

 

4. 飯塚市の不登校の現状 

令和 7年度：小学校：251人、中学校：278人、合計：529人 

3年連続で 500人を超えている。全国・福岡県と比較しても高い割合とな

っており、特に中学校では約 1割近くが不登校となっていることが報告さ

れた。 

〇学年別の特徴 

最も大きな増加は、小学校 6年 → 中学校 1年であり、いわゆる中 1ギ

ャップへの対応が重要課題とされた。 

〇不登校の要因 

本人に関するもの 

 生活リズムの乱れ  ・無気力 

家庭要因 

 親子関係  ・家庭の養育力の低下  ・ネグレクト・虐待が疑わ

れるケース 

学校要因 

 学業不振  ・友人関係 

特に令和 7年度は小学生の学業不振が目立つ傾向となった。 

 

5. 飯塚市の主な支援策 

〇校内教育支援センター：小学校 2校を除き全校設置済み。年度内には全



校設置予定。 

〇オンライン学習：全校で、タブレット端末・オンライン授業・課題提出

に対応。別室登校や自宅学習でも学びを継続できる体

制を整備。 

〇教育支援センター（コスモス）：6名利用 

〇第二教育支援センター（アイタウン）：6名利用中 

体験希望者が増えており、今後 10 名以上になる見込み。施設の雰囲気に

応じて児童生徒が選択できることも紹介された。 

〇専門職の活用 

【配置状況】 

・スクールカウンセラー：5名  ・スクールソーシャルワーカー：6名 

・スクールサポーター：1名  ・教育相談員：1名 

【相談件数】 

 SC：1,170件  ・SSW：2,598件  合計 3,768件 

近年は家庭訪問などアウトリーチが可能なスクールソーシャルワーカー

の活用が増えている。 

 

6. 今後の重点施策 

飯塚市では、「不登校支援ブランドデザイン」に基づき、 

不登校を生まない支援学校での居場所づくり 

 小さな SOSの早期発見  ・チーム学校による支援 

不登校児童生徒への支援 

 学びの場の確保  ・教育支援センターの充実  ・校内教育支

援センター  ・オンライン学習 

 関係機関との連携 を両輪として推進していくことが説明され

た。 

 

7. いじめ重大事態 

重大事態については個人情報保護等の観点から詳細説明は省略されたが、 

当該事案を踏まえ、 

 早期発見  ・組織的対応 

 関係機関との連携  を一層強化する必要性が確認された。 

 

8. 閉会 

 委員任期は令和 9年 11月 21日まで 

 次回協議会は令和 9年 2月予定  であることが連絡された。 



 


